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防衛装備庁

スタートアップの活用に向けて

ＳＵの研究開発支援施策



科学技術と安全保障
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⚫近年、科学技術の進展が加速。
⚫最先端技術は安全保障環境や戦闘様相に大きく影響。
⚫最先端の科学技術の防衛分野への迅速な取り込みが不可欠。

無人機

AI 量子技術

次世代情報通信技術

宇宙

高出力エネルギー



スタートアップの存在感の飛躍的な増大
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諸外国では、スタートアップの防衛産業への活用のための
様々な努力。
日本でもスタートアップ活用を加速することが必要。

⚫最先端科学技術の社会実装の担い手は、
スタートアップ。

※Dwarf Engineering LLC社

※LifesaverSIM社

※SWARMER社

米国 ウクライナ



理想的な研究開発エコシステム
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我が国における現状

➢ 国研・大学等、スタートアップの役割
が限定的

➢ 各アクター同士の連携も不十分

理想的な研究開発エコシステム

➢ 国研・大学等、スタートアップを積極的に
取り込み

➢ 各アクター同士の連携も強化

防衛省

研究機関

メーカー内部での断絶

スタートアップ
企業

国研・

大学等

連携が不十分



スタートアップから見た課題
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調達手続きが煩雑
時間がかかる

ニーズの発信が
ない

セキュリティ対策
が求められる

研究開発の失敗
リスクが

企業側に偏在

後払い契約で
キャッシュフロー

が悪化

防衛特有の
要素に不慣れ 実証には

自衛隊の協力
が必要

資格による
入札への制限



今後の取組みの方向性
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⚫ 「ファストパス調達」の取組

⚫予見可能性の向上

⚫ プライム企業とのマッチング

⚫民間資金の呼び水施策

ＳＢＩＲ制度の令和８年度からの活用開始

アジャイル型調達の制度化

スタートアップ技術提案評価方式の更なる活用
(スタートアップ随契)

「スタートアップ活用伴走支援グループ」の新設



ファストパス調達とは
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従来よりも遙かにスピーディーに研究開発・装備化を実現

スタートアップが有する優れた技術を、防衛装備品に迅速に活用

スタートアップの成長を通じて「防衛と経済の好循環」の実現に貢献



ファストパス調達のための手法（1/3）
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ファストパス調達のための手法（2/3）
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ファストパス調達のための手法（3/3）
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新たな伴走支援体制の整備
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今後の展望

スタートアップの成長
防衛省の研究委託や防衛調達を通じ、優れた技術を持つ

スタートアップの成長を後押し。

日本版R&Dエコシステムの形成
防衛省、スタートアップ、防衛産業、非防衛産業、国研・大学等

で有機的連携と継続的なイノベーションを創出する環境の醸成。

スタートアップと大企業との連携
スタートアップと従来の防衛産業の協業を促進し、先端技術の

装備品への活用、新たなアイデアの創出、経営管理などの

シナジー効果を生む。


